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ア サ リ体 成 分 の 季 節 的 変 化 に 就 て

富 安 行 雄 ・豊 水 正 道 ・實 藤 久 光

      Report on the seasonal variation of chemical 

             constituents of baby clam 

 Yukio Tomiyasu, Masamichi Toyomizu and Hisamitu Sanefuji

　貝類特にカキに就ては体成分の季節的変化の研究は数多く行われ,グ リコーゲン及び水

分含量の変化は産卵 と密接な関係 を有することが明かにされている・アコヤガイに就て も

最近同様の結果が得 られた.1)

　 ア妾 リ(PaPhia　 Philippinarum)は 有明海沿岸 に棲…息する貝類中漁獲量は首位にあ

り周年漁獲 されてい るが,此 の種の研究は倉茂氏2)が 朝鮮産のアサ リについ て研究 したに

止 り本邦産のアサ リに就ては全 く研究されてい ない.ア サ リに於て体成分の季節的変化を

明かにすることはアサ リの養殖上並びにアサ リを原料とする加工上にも必要なととと感 じ

たので昭 和21年3月 下旬よ り23年3月 上旬迄2年 間に亘 り体成分の季節的変化を調査

したのでその大要を報告する.

1.実 験試料及び実験方法

実験試料 としては有明海滑岸中島地先産のアサ リを毎月2回(大 潮時 ・小潮 時)又 は1

回(大 潮時叉は小潮時)特 定の業者に採取 させたものを実験室に持ち帰つて,50個 の殻

長を測定 し最 も多い個数の殻長 を中心とし士2・0cmの 変異を有する殻長のものを用いた・

測定に当つては50個 の試料で先づ平均 殻長を求 め,次 に5合 桝で粗容量5合 のアサ リ

を秤 り,之 について個数及び総重量を測定 した後剥身 とした・剥身は径15cm・ の ブフネ

ル漏斗の申に30分 間 放置 して体液の滴Fが なくなつてか ら重量 を測つた.剥 身は乾燥後

乾勲 聾 を測り,轍 謝 身衡 縢 して禰 し,一遡 重覧離 肉聾 一×… を体

内紛 としジ総聾 譜 讐 趾 釜灘)× … を断 紛 として算出した

筋肉成分 としては磨埣 した粉末欺の乾燥肉を用いて粗蛋白質,全 炭水化物,荻 分及び粗

脂肪 を測定 して百分率 で示 した.こ の外に生肉に就てグ リコーゲンを測定 したが採取後申

島迄牛 日,実 験迄は1～2目 間を要するので採取直後グ リコー-tiンを固定することが出来

す満足すべき結果が得 られなかつたので記載 しなかつた.
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IL実 験結果及び考察

1.ア サリ生体の季節的攣化

試料アサ リの殻長の範囲,平均 穀長及び5合 のアサ リに就ての個数,総 重量,剥 身重

量,乾 燥肉重量,乾 燥介殻重量の変化は第1表 に示す如 くである.第1表 よりアサ リ1個

に就ての総重量,介 殻重量及び剥身重量 を算出 して之等と平均殻長 との関係を示すと第1

図の如 くになる.

第1図.殻 長,総 重 量,介 殻 重 量 及 び剥 身 重 量 の変 化.

(一 一一昭和21年,一 一・一一・一昭 和22年)

第1図 より明かな如 く平均殻長はアサ リの成長並びに季節的変化を反映せす,21年 及

び22年 の2ケ の曲線は互に関連なく変化 し試料の採取のみに左右されている.こ れは試

料の採取に当 り一定の区劃 を設 けてこの実験つためにのみ採取するζとが出来なかつたこ

とに原因 しているものと思われる.

アサ リ1個 の総重量及び介穀重量の変化は第1図 に於て明かな如 く共に殻長の大小に比
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例 しているが斜身重量の変化は必すしもアサ リの大さのみに左右 されす季節の影響を受け

てい るようであり,21年 及び22年 の2ケ の曲線は略 々孕行 して変化 してい る.

数 乾纒 撃 ×… 即ちアサリ …9の乾燥肉重量 を以て肥満度を表わし 肥満

度と体内水分及び体外水分との関係を第2図 に示 した.即 ち肥満度,体 内水分及び体外水

分に於ては21年,22年 の2ケ の曲線は互に関連 を有 し明かに季節的な変化を示 してお

り,体 内水分と体外水分は大体に於て同一傾向の変化 をな し共に肥満度 とは全 く相反する

変化 を示 しているが体内水分の変化は体外水分 よりも小 であつた.こ のこ とより肥満度は

水分含量によりある程度支配されてい ることが明かである.肥 満度は5月中旬 には急激に

第2図 ・肥満度,体 内水分及 び体外水分 の変化.

低下 し21年 は3.19,22年 は3.92と な り,こ の時期に於ては体内水分及び体外水分は共

に増加 している.6月 上旬には肥満度は速かに回復 して21年 には最高値6.08,22年 は

5.41と な り体内水分及び体外水分は共に減少した.こ れ以降は肥満度は10月 迄低下を続
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けた.11月 以降の変化は21年 と22年 とは多少趣を異にしてお り,21年 に於ては11月

上旬より上昇 して12月 初旬には4.60と な り曲線は山をなし,そ の後翌年の1月 下旬迄

減少 して3.29と な り後再び上昇 して3月 上旬には5.28で あつた.22年 に於ては11月

下旬迄更に低下を続け11月 下旬には最低値2.45を 示 しそれ以降は上昇 して3月 上旬に

は5.54で あつた.3月 上旬迄上旬を続けた肥満度は22年,23年 共に3月 下旬には低下

第1表:殻 長の範囲,平均 殻長,ア サ リ5合 の個数,総 重量,剥 身重量,

乾燥 肉重量 並びに介殻重量の変化.
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殻長の範囲
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3.5～3.9

3.1～3.5

3.3～3.7

3.1～3.5
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平均殻長

cm

3。68
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3.72
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3.43
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個 数

102
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117

111

75

99

73

111
83

77
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1043
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1036
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35
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37

34
33

29
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40

53

56

介殻重量

9
496
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486

490

451

493
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486
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517

477

490
487

489

450

445

483

477

501

438

472

472

443

471

449
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500
497

458
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510

474

509

547
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517

493
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452
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した.体 内水分及び体外水分は共に肥満度 とは略々逆の変化を示 した.

2.'筋 肉組成の季節的攣化

筋肉組成 を百分率で示 しその変化を図示すると 第3図 の如 くになる.こ の図で明かな

如 く粗蛋白質及び全炭水化物は明かな季節的変化を表わしているが,灰分 及び粗脂肪は不

規則に変化 して季節の影響は明かにわ認められなかつた.

次分は21年8月 上旬は17。62%,22年1月 は上旬,下 旬にそれぞれ15.40%,1&04

%,4月 下旬は15.54%,11月 上旬は15.67%と いう大 きな値 を不規則に示し,21年 と

22年 の変化 との間には全然関蓮性がなかつた 倉茂氏2)も 朝鮮産のアサ リで同様 に不規

則に大きな値を得てい る。

第3図.筋 肉組成の変化.
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粗脂肪は8月上 旬に於て21年 は4.46%と い う最低値 を示 し,22年 には13.75%とい

う最高値を示 し同一時期に於て全 く相反する変化 を示 した以外には余 り大 きな変化は表わ

れなかつた.こ の ことより粗脂肪には 季節の影響による 明かな変化はない ものと思われ

る.又 肥満度の大 きい3月 及び6月 に於て も粗脂肪含量は大でな く体の肥満とも直接的な

関係は認められなかつた.倉 茂氏は朝鮮大也島産のアサ リでは粗脂肪含量の年間の平均値

が3.34%で あると報告 しているが著者等の結果では有明産のアサ リは8.74%で あ り朝

鮮産の もの よりも遙 に大であつた.こ れ等の不規則な変化 を示 した次分及び粗脂肪は殼長

の大小 とも直接 には関係がなかつた.

粗蛋白質と全炭水化物 は互 に相反 した変化を示 し共に肥満度 と密接な関係 を有 し,全 炭

水化物 は肥満度 と同じ傾向の 変化をな し体の 肥満は全炭水化物含量により左右 されてい

る.即 ち全炭水化物は肥満度の小 さい5月 中旬には減少 して21年 は7.79%,22年 は

7.22%と な りとの時期に於ては粗蛋白質は大であつた.そ の後肥満度の増加 した6月 上

旬には全炭水化物 む増加 してそれぞれ13.65%,16.76%と な り粗蛋白質は逆 に減少 して

いる.6月 に増加 した全炭水化物は21年 では8月 上旬迄,22年 では7月 下旬迄それぞ

れ低Fし,こ の低Fし た全炭水化物は一旦増加 して後再び低下 して10月 には最低値を示

した.即 ち21年10月 上旬には2.35%,22年10月 ド旬は2.52%で あつた.こ の直後

に於て粗蛋自質は減 少した.そ の後の全炭水化物の変化は21年 と22年 に於ては多少趣

を異に しているが,そ の 変化はそれぞれ肥満度 と同一傾向であ り22年3月 上 旬 に は

12.80%,23年2月 ド旬には15.19%で あつた ものが3月 ド旬 には低下 した.

アサ リの産卵期については牧氏3)は 東京湾のアサ リは3月 中旬 より10月 中旬迄連続 的

に産卵 し11月 上旬か ら中旬に再び産卵すると述べ,藤 森氏4)は 有明海産のアサ リでは生

殖素の成熟が春秋2回 み られ産卵期は春季では4月 上旬より6月 末迄,秋 季では10月 中

旬 より11月 末迄 であると述べ,又 倉茂氏は朝鮮産のアサ リは西鮮では6月 下旬乃至7月

上旬に可な り激 しい産卵が行われ南鮮では5月 中旬から産卵が認められそれぞれ11月 迄

続 くと述べている.カ キ及びアコヤガイの産卵 と体成分との関係に就ては産卵直後に顯著

な肥満度の低 下,水 分含量の増加及びグ リコ帥ゲンの減少が認 められるととが報告 されて

いる.著 者等は生殖巣の成熟程度を直接調査 しなかつたが体成分の変化 より考察すると有

明産のアサ リでは同一時期に肥満度,水 分含量及び全炭水化物が急激 に変化 し,然 もその

変化が春か ら秋にかけて数回に分れて行われる点 より産卵は春から秋にかけて数回に分れ

て行われるものと推定される.

III.総 括

1.有 明海産のアサ リ(PaPhiaPhilippinarum)体 成分の季節的変化を2ケ年間 に亘

り調査 した.

2.ア サ リ1個 の総重量及び介殻重量は殻長の大小にのみ左右せ られ季節の影響 を殆ど示

さなかつたが剥身重量は季節の影響を示 した.

3・肥満度(一 乾鶴 量 × …)は 明力・に季節的変 化をなU,'体 内紛 及び体外水 分と
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は相反する変化 をなした.体 のよく肥満するのは3月 上旬及び6月 上旬であつた・

4.粗 脂肪及び衣分に対する季節の影響は明かには表われなかつた.

5.粗 蛋白質及び全炭水化物は共に季節的に大きな 変化を示 し互に 相反 した 変化をなし

た.全 炭水化物は肥満度 と略々同一傾向の変化をなし,体 の肥満及び産卵後の体の回復

は全炭水化物によるものと思われる.

6.ア サ リの産卵は体成分の変化より考察すると有明海では春か ら秋にかけて数回に分れ

て行われるものと推察 される.

稿を終るに当 り種 々御助言を戴いた内田教授 に謝意 を表する.
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 Resume 

The seasonal variation of chemical constituents of baby clam (Paphia 

philippinarum) which was caught on the coast of the Ariake Bay, Fukuoka 

Prefecture, Kyushu, has been sttzdied twice a month for two years, from 

March, 1946 to March, 1948. 

Total weight and shell weight were influenced only by variation of mean 

length of shell and did not exhibit seasonal variation, but muscle weight did. 
Dry muscle weight Degree of corpulency ~— Total weight -- X100) which was affected by season, 

changed reversely to the water existing in muscle and that existing between 

shell and muscle. Muscle became corpulent in March and June. Seasonal 

influence upon ash-and crude fat-contents was not clearly observed. Crude 

protein and total carbohydrate clearly exhibited seasonal variation, changing 

reversely with each other, and the latter changed parallelly with the degree 

of corpulency, which means that corpulency and recovery after spawning 

• depend upon the increase of total carbohydrate. 

 By the seasonal variation of chemical constituents, it is inferred that the 

spawning of the baby clam on the coast of the Ariake Bay takes place several 

times from spring to autumn,


